
日本をはじめアジア諸国のように人が密集している地域で
は、どこでも離発着できるコンパクトな機体がいいと思っ
ています。世界で開発競争が活発化しており、海外メーカー
が先行して実用化に取り組む中、スタート時期の遅い我々
が猛追しているといった構図です。

　2020年夏に、「空飛ぶクルマ」の公開有人飛行試験を
行ったところ、反響も大きく、世界112ヵ国で報道されま
した。空飛ぶクルマのユースケースとして、観覧車の代わ
りに飛ばして遊覧したり、ドクターヘリよりもコストを抑
えた医療現場で活用したり、といったことを想定していま
す。まずは沿岸部の2点間を往復する、より安全を担保で
きる形でスタートさせたいと思っており、 2025年 「大阪万
博」での2人乗り遊覧飛行を事業目標と定めています。こ
の姫路にもしばしば来ることがあるのですが、この瀬戸内
海は温暖で風があまりなく、島が多いため、周航率を考え
た時に非常に魅力的です。大阪から淀川沿いに京都に向か
うプラン、瀬戸内海で岡山・広島方面に向かうプランな
ど、各方面の方々と協議していきたいです。インバウンド
が回復する頃を見据え、開発を進めていきたいと思ってい
ます。

　新しいモビリティによって、これまで車で2～3時間かか
り電車を乗り継がないと行けなかったところが、簡単に自
動運転で行けるようになります。そうすると、世界が広が
り、移動や生活の豊かさに繋がると思っています。我々の
ような日本発のものづくりベンチャーがパワーアップし
て、より成果を出し、日本のものづくり産業を活性化する、
そんな世界を皆さんとご一緒させていただきたいと思って
います。

　SkyDriveを、2018年7月に設立しました。人が乗る「空
飛ぶクルマ」と、荷物を運ぶ「物流ドローン」の開発・製
造・販売・運航／運用サービス等を行っています。ものづ
くりが好きでトヨタ自動車に入社したのですが、調達部門
にいた時、ITが急速に進歩していることに気づきまして、
なにかイノベーションを起こせないかと有志メンバーでア
イデアを出す中で、空飛ぶクルマが出てきました。今は航
空機やドローンのエンジニアが加わって開発を進めていま
す。拠点は愛知県豊田市。開発と飛行試験場が同じ場所に
あることが大きいアドバンテージです。明確な定義はない
が、「電動」「自動（操縦）」「垂直離着陸」が一つのイメー
ジ。飛行機やヘリコプターとの違いとして、主に3点特徴
があります。1つ目は電動です。部品点数が半分以下にな
るのでコストが下がるし騒音も約1 / 3に減ります。CO2も
排出しません。2つ目は自動。自動運転も可能になります。
3つ目は垂直離発着。離発着場などのインフラが小さくて
済みます。このように、騒音や操縦難易度、機体価格が、
既存の航空機でなく自動車に近づき、空の日常利用を可能
にするモビリティと言えます。2050年までに900兆円以
上の市場に成長すると予測されています。

　これが我々のミッションです。昔は、連絡手段といえば
固定電話でしたが、携帯電話の登場で一気に情報格差がな
くなり、オンデマンド・双方向でコミュニケーションがと
れるようになった一方で、移動に関しては未だに道路か線
路といったインフラが必要です。空飛ぶクルマが普及すれ
ば、こういった地域格差がなくなって、いつでも行きたい
ところに行ける世界が始まります。世界中で600プロジェ
クトが進み、人を乗せて飛行試験に成功したのが十数社、
日本では我々のみです。機体サイズは大きく分けて2種類
あり、1つ目が5人乗り、移動距離100～300km。2つ目が
2人乗り、都市内を小さな離発着場を含めて結ぶもので移
動距離は20～30km、我々が開発を進めている機体です。
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